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女性研究者の割合増加と、男性研究者と同等の影響力についての報告
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www.elsevier.com/research-intelligence

ジェンダーレポートの背景
Gender in the Global Research Landscape (世界の研究環境におけるジェンダー）
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エルゼビアについて

エルゼビアの使命は
科学・技術・医療の発展を

先導することです。

学術研究者/
企業研究者

大学の幹部 政府機関 医療従事者と
学生

医療機関

科学と医療を専門とするグローバルな情報分析企業
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世界の状況

• https://www.elsevier.com/research-intelligence/research-initiatives/sustainability-2015
• https://www.elsevier.com/research-intelligence/research-initiatives/gender-2015

https://www.elsevier.com/research-intelligence/research-initiatives/gender-2015
https://www.elsevier.com/research-intelligence/research-initiatives/gender-2015


|     4|     4| 4

若手研究者プログラム:  

10年間で50件の助成金、約250万ドル

女性科学者の育成: 家族に優しい施策、
キャリアスキル、共働き問題、奨励賞、
ベンチマーク研究、 育児給付奨学金による
プロフェッショナルとしての認知度の向上

https://youtu.be/gXI-pDzJe_U

https://youtu.be/gXI-pDzJe_U
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Economic Dividends for Gender Equality (EDGE) 認証

https://www.elsevier.com/about/press-releases/corporate-social-responsibility/elsevier-attains-edge-assess-certification-for-gender-equality

ジェンダー平等への
取り組みに対し

2016年に認定を
受けました

Elsevier Japan:
~ 250 employees

~ 50% women
~ 30% women managers

https://www.elsevier.com/about/press-releases/corporate-social-responsibility/elsevier-attains-edge-assess-certification-for-gender-equality
https://www.elsevier.com/about/press-releases/corporate-social-responsibility/elsevier-attains-edge-assess-certification-for-gender-equality
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ジェンダーレポートの概要
Gender in the Global Research Landscape (世界の研究環境におけるジェンダー）
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レポートの内容
3章構成

1.ジェンダーの観点から見た研究環境の概要
2.リーダーシップ、共同研究、流動性を含む研究の社会的側面の
ジェンダー比較

3.学問分野としてのジェンダー研究で出版された論文の寸評

各章に掲載された世界的な専門家やインフルエンサーとのインタ
ビューが、客観的な発見を補完するステークホルダーの視点と背
景情報を提供している
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• 12の比較国/地域
- オーストラリア
- ブラジル
- カナダ
- チリ
- デンマーク
- EU28カ国
- フランス
- 日本
- メキシコ
- ポルトガル
- 英国
- 米国

• 2つの期間
- 1996～2000年
- 2011～2015年

• 12の分析
- 研究者
- 学術論文
- FWDI (ダウンロードの影響度)
- FWCI (引用の影響度)
- 発明者 (WIPO)
- 特許出願 (WIPO)
- リーダーシップ
- 国際的共同研究
- 産学コラボレーション
- 流動性
- 学際的研究
- ジェンダー研究

• 27の分野
- 全体
- ACSJ 27

独自のグローバルなデータソースと分析の専門知識
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著者プロファイル
ファーストネーム
Author identifier (著者識別機能)
所属機関と国
分野
引用情報
ダウンロード、など
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著者のジェンダーの把握手法

+
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ジェンダーレポートの調査結果 概要
Gender in the Global Research Landscape (世界の研究環境におけるジェンダー）
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主な調査結果 - 日本
• 日本の研究者の5分の1が女性。日本の研究者に占める女性の割合は増加しているが、依然として

20％と比較的低い。しかし、世界では女性が出版する論文の数は平均して男性よりも少ない傾向に
あるのに対し、日本ではその傾向が逆転し、女性は平均的に男性よりも多くの論文を発表している

• 比較国・地域全体と日本では、女性と男性で被引用数とダウンロード数の影響度にほとんど違いがな
い。日本では、 ダウンロード数から見た影響度では女性がわずかに優位で、被引用数から見た影響
度では男性がわずかに優位

• 日本の発明者に占める女性の割合は8%であるが、著者に女性が含まれている特許出願の割合はその
2倍であり、特許出願に関して女性の高い生産性が示唆されている

• 比較国・地域全体では女性は研究論文で国際的共同研究を行う回数は男性よりも少ないが、日本では
その男女差が小さい(女性が発表した学術論文の18%が国際的共同研究によるもの。男性は22%) 

• 論文で学界と産業界にまたがる共同研究を行う割合は、日本では女性の方が男性よりもわずかに低い
(女性の学術論文が5%に対し、男性は6%)

• 日本では、女性の学術論文の9%が学際的論文の上位10%に属し、男性 (8%) よりわずかに高い

• 日本では、男女間の短期的な国際流動性パターンに違いがほとんどないが、日本を離れる女性研究者
の割合は比較的高く、日本にやって来る女性研究者の割合は比較的低い
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ジェンダーレポートの調査結果 日本と世界
Gender in the Global Research Landscape (世界の研究環境におけるジェンダー）
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研究者の割合と人数 (男女別)
研究者と発明者に占める女性の割合は

時間の経過と共に12のすべての比較国/地域で増加している
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日本はいくつかの分野において、
研究者に占める女性の割合が最も低い

大部分の比較国/地域で男性が多数派を
占めている以下の分野では特に、女性の
割合が低い (15%以下): 
• エネルギー (9%が女性)、
• エンジニアリング (11%が女性)、
• 数学 (11%が女性)

日本人研究者の割合と人数
(男女別および分野別)
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研究者1人あたり
の執筆論文数
(男女別)

女性が執筆する論文の数は平均し
て男性よりも少ない傾向にあるが、
日本ではその傾向が逆転し、女性
は平均的に男性よりも多くの論文
を発表している
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発明者に占める女性の割合は、すべての比較国/地域に
おいて、時間の経過と共に増加している

日本では、2011～2015年に発明者に占める女性の割
合は8%で、1996～2000年の7%から増加した

日本で2001～2015年に特許出願に名前が記載された
女性の数は、絶対数で1996～2000年の約6倍に増加

発明者の割合と人数
(男女別)
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女性は男性よりも研究論文で
国際共同研究を行う可能性が低い

日本は男性、女性のどちらについても、
国際共同研究による論文の割合が比較
的低い (女性は18%、男性は22%) 

国際共同研究
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学術論文のうち、
学際論文上位１０％を見ると、

日本は女性の割合が9% 、男性の割合が8%

性別による差異は限定的。ただし、ほとんどの比
較国/地域では、学術論文全体と比較した場合、
学際研究論文の上位10%に占める割合は男性よ
りも女性のほうがわずかに高い傾向にある

学際研究
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国際流動性
女性研究者は一般的に男性よりも国際的な移動が少ない。

しかし日本は、国外に流出する女性研究者の割合が比較的高く、国内に流入する
女性研究者の数が比較的少ない唯一の国。このような傾向は、日本国内の研究者

に占める女性の割合の低さの要因になり得る

Japan 16% Women
16% non-migratory
11% inflow women

19% outflow women

(only country with higher 
percentage women 

leaving)
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便利なリンク

• レポート＆インフォグラフィックスのダウンロード先
https://www.elsevier.com/research-intelligence/resource-library/gender-
report/_nocache – Full Report 
https://www.elsevier.com/research-intelligence/campaigns/gender-17 –
Infographics 

• Mendeleyグループ
https://www.mendeley.com/community/gender-in-the-global-research-
landscape/

• ジェンダー＆研究リソースセンター
https://www.elsevier.com/connect/gender-and-science-resource-center

https://www.elsevier.com/research-intelligence/resource-library/gender-report/_nocache
https://www.elsevier.com/research-intelligence/campaigns/gender-17
https://www.mendeley.com/community/gender-in-the-global-research-landscape/
https://www.elsevier.com/connect/gender-and-science-resource-center
https://www.elsevier.com/connect/gender-and-science-resource-center
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ありがとうございました
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